
学科名：　教育学研究科

2019年度計画 2019年度実行内容

中期目標に対する中期計画の具体的
項目

各部局で、中期目標・中期計画に基
づいて計画する（具体的に期限やレ
ベルなど数値目標を挙げて定量的に
記載する）

（2019年度計画の具体的実行内容を
具体的に期限やレベルなど数値目標
を挙げて定量的に記載する）

年度の中間及び年度末に計画の達
成状況を評価する。 該当する項
目については、セルを分割して、
上段に中間報告、下段に最終報告
を記載する。

検討により2021年度より教育学4
コースと心理学系1コースと示すよ
う決定した。募集要項、履修要覧
の変更は年度内に検討する。

専攻は分けずに2つの系として示す
ため，共通する理念については，
更に検討が必要であり，コース長
会議で検討していくことになって
いる。

ホームページ・紙媒体・公開説明
会に加え、心理コースはコース・
オープンキャンパスで周知をは
かっている。

後期には，後援会役員会，有識経
験者懇談会等で学内外に周知し
た。リーフレット，募集要項の変
更中であるが，HPの変更に至って
いない。

コース長会議と研究科委員会で検
討し、2021年度より教育学4コース
と心理学系1コースと示すよう決定
した。

専攻は分けずに二つの系とするた
め，これまでの「教育実践，教育
支援」の枠組みを維持し，二つの
系を包括する共通理念を見直して
いく方向である。

就実大学大学院・就実大学の中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況

計画達成状況
　部局及び学科における2019年度計画と実行内容

中　期　目　標 中　期　計　画

計画：2019年5月10日／中間報告：2019年9月30日／最終報告：2020年3月31日

理念・目的を適切に設定し、その適
切性について、定期的に検証する。

理念・目的を及び学部・研究科の目
的を学則又はこれに準ずる規則等に
適切に明示し、教職員及び学生に周
知し、社会に対して公表する。

理念・目的を及び学部・研究科の目
的を実現していくため、将来を見据
えた中・長期の計画その他の諸施策
を設定する。

平成30年度末の自己点検により指摘
された、教育学系4コースと心理学
系1コース（教育臨床心理学コー
ス）の実質的違いを、教育学研究科
の理念・目的として明確に示すこと
を検討する。

教育学研究科の理念・目的を大学構
成員に周知するとともに、社会、特
に学外からの受験者に公表する。

教育臨床心理学コースから提案され
た教育学研究科の将来構想を、教育
学系、心理学系の両方の立場から検
討する。

教育学研究科の理念・目的を教育学
系4コースと心理学系1コースの2本
柱で示すことについて、前期中に、
大学院設置の経緯を含めて慎重に検
討し、変更する場合は年度内に具体
的文言にまとめる。

教育学研究科の目的・理念を、ホー
ムページ及び紙媒体によって、入試
広報（公開説明会、心理コースは
コース・オープンキャンパス）と合
わせて、周知をはかる。

年度内に教育学系、心理学系の2専
攻にした場合のメリット・デメリッ
トを研究科内で共有し、検討する。

［理念・目的］
教育の理念・目的に基づき、人材
育成の目的、その他の教育研究上
の目的を適切に設定し公表すると
ともに、それを実現するために将
来を見据えた中・長期の計画その
他の諸施策を明確にする。



2019年度計画 2019年度実行内容
計画達成状況

　部局及び学科における2019年度計画と実行内容
中　期　目　標 中　期　計　画

評価項目を検討し、入学者確保に
ついて追加することした。1月の点
検結果報告をコース長に依頼し
た。

1月末に各コース長から評価を受け
取り，第2回の自己点検評価担当者
会を経て，3月の研究科委員会で評
価結果を報告した。

各コースの1月の点検結果報告時
に、評価項目の妥当性を検討する
予定である。

1月の各コースから評価を検討した
結果，評価項目の追加によって，
研究科としての課題を明確化でき
た。

広報担当教員は、研究科の活動を
HPのNEWSに随時公開し、HP全体に
ついては、全学的な検討を投げか
けている。紹介リーフレットの作
成について検討をしている。
広報担当教員は、年間の活動につ
いて計画的に記事を作成しHPに公
開した。研究科紹介リーフレット
を作成中である。
9月に委員会を行い、1月の各コー
スからの点検結果報告時に、自己
点検評価の実行性、評価項目につ
いても意見を徴収し、妥当性を検
討することとした。

1月の各コースから評価を担当者会
で検討した結果，項目の妥当性は
確認されたが，評価指標の改善を
行うことになった。

規定と内規に基づき運用している
が、課題が明らかになったため、
今後内規の修正を検討する。

教員資格審査内規について，12月
研究科委員会で検討し，1月研究科
委員会で，修正を行った。

教育目標に基づく学位授与方針の
周知や公表は十分にしている。

［教育研究組織］
教育の理念・目的を実現するため
に、適切な教育研究組織を整備す
る。

教育目標に基づく学位授与方針を設
定し、公的刊行物やホームページ等
によって、教職員及び学生に周知
し、社会に公表する。

［教育課程・学修成果］
教育の理念・目的を実現するため
に、学位授与方針（ディプロマポ
リシー）及び教育課程の編成・実
施方針（カリキュラムポリシー）
を明示し、十分な教育上の成果を
上げるための教育内容を備えた体
系的な教育課程を編成するととも
に、効果的な教育を行うための
様々な措置を講じ、学修成果の修
得状況を把握し評価して、学位授
与を適切に行う。

自己点検・評価担当教員を中心に、
研究科の自己点検・評価実施要領及
び評価項目の課題を前期中に明らか
にし、年内に必要な修正を行った上
で明示する。

自己点検・評価担当教員を中心に、
年内に修正した自己点検・評価実施
要領や評価項目の妥当性を年度末に
検証する。

広報担当教員を中心に、教育学研究
科における教育研究活動、自己点
検・評価結果、その他の諸活動の状
況等の公表状況を前期中に点検し、
新しい情報をホームページ等で公表
する。

自己点検・評価担当教員を中心に、
研究科の自己点検・評価実施要領及
び評価項目の課題を前期中に明らか
にし、年内に必要な修正を行う。

教育研究組織を適切に設定し、学術
の進展や社会の要請との適合性につ
いて、定期的に点検・評価を行い、
その結果をもとに改善・向上に向け
た取り組みを行う。

平成30年度の行った研究科委員会規
程の一部改正、教員資格審査内規の
一部改正に基づいて教育研究組織を
設定、運用し、点検・評価を行う。

一部改正した研究科委員会規程、教
員資格審査内規に基づいた教育研究
組織を設定と運用を行い、自己点
検・評価担当教員を中心に、年度末
に課題を点検・評価を行う。

内部質保証の推進に責任を負う全学的
な体制を整備し、内部質保証のための
全学的な方針及び手続を明示する。

内部質保証の方針及び手続に基づき、
自己点検・評価を改革・改善に繋げる内
部質保証システムが有効に機能してい
るか検証する。

教育研究活動、自己点検・評価結果、
財務、その他の諸活動の状況等を適切
に公表し、社会に対する説明責任を果
たす。

内部質保証システムの適切性について
定期的に点検・評価を行い、その結果を
もとに改善・向上に向けた取り組みを行
う。

内部質保証に向けて、研究科として
平成30年度に策定した自己点検・評
価実施要領の平成30年度の試行と検
証を踏まえ、必要な修正を行い、明
示する。

自己点検・評価実施要領が有効に機
能しているか、評価項目が妥当であ
るかについて検証する。

教育学研究科における教育研究活
動、自己点検・評価結果、その他の
諸活動の状況等を、ホームページ等
で公表する。

［内部質保証］
教育の理念・目的を実現するため
に、内部質保証システムを構築
し、恒常的・継続的に教育の質の
保証及び向上に取り組む。

平成30年度に策定した自己点検・評
価実施要領の平成30年度の試行と年
度末の検証を踏まえ、改善に努め
る。

教育学研究科としての教育目標に基
づく学位授与方針を、公的刊行物や
ホームページ等によって、教職員及
び学生に周知し、社会に公表するこ
とを継続する。

教育学研究科としての教育目標に基
づく学位授与方針について、広報担
当教員を中心に、募集要項、履修要
覧やホームページ等によって、教職
員及び学生に周知し、社会に公表す
る。



2019年度計画 2019年度実行内容
計画達成状況

　部局及び学科における2019年度計画と実行内容
中　期　目　標 中　期　計　画

学位授与方針自体の見直しの途上
のため，見直し後に周知・公表す
る。

教育学研究科における教育課程の
編成方針・実施方針の周知や公表
は十分にしている。

教育学研究科における教育課程の
編成方針・実施方針の周知や公表
は十分にしているが，現在内容の
見直しの途上である。
適切性の点検を1月末に提出しても
らうようコース長に依頼してい
る。
適切性について外部視点の指導を
受け，FD研修会において研究科内
全員で課題を共有した。教育臨床
心理学コースの実務教育と研究指
導のバランスは，修士論文のペー
ジ数削減により一定の成果があっ
た。
特別支援教育学コースは科目の見
直しを行った。教育臨床心理学
コースにおいては、｢心理実践実習
について、学部からの連動が見え
る図を履修要覧に記載を準備して
いる。
教育課程の見直しについて，外部
視点の指導を受け，FD研修会にお
いて研究科内全員で課題を共有し
た。2021年度に向けて全体的検討
を始めている。
コースワークとリサーチワークを
組み合わせ、学位授与までの流れ
を、2021年度の履修要覧から明示
できるよう教務担当に依頼してい
る。

外部からの指導により，全体的に
検討する計画となったため，コー
スワークとリサーチワークの適切
な組み合わせを含めて検討中。
2021年度から明示していく。

アクティブラーニングを積極的に
実施している。

現行の教育課程を、将来的にさらに
充実させるため、前期中に内容を具
体化し、変更等時期を具体的に検討
する。教育臨床心理学コースにおい
ては、学部教育との連動について明
示、実習科目の内容について検討す
る。

教育目標に基づく学位授与方針を設
定し、公的刊行物やホームページ等
によって、教職員及び学生に周知
し、社会に公表する。

教育目標・学位授与方針に基づく教
育課程の編成・実施方針を設定し、
公的刊行物やホームページ等によっ
て、教職員及び学生に周知し、社会
に公表する。

教育目標、学位授与方針及び教育課
程の編成・実施方針の適切性につい
て、定期的に検証する。

教育課程の編成・実施方針に基づ
き、学部・学科に応じたカリキュラ
ムマップやツリーを作成して、必要
な授業科目を適切に設定し、接続性
や順次性のある教育課程を体系的に
編成する。

［教育課程・学修成果］
教育の理念・目的を実現するため
に、学位授与方針（ディプロマポ
リシー）及び教育課程の編成・実
施方針（カリキュラムポリシー）
を明示し、十分な教育上の成果を
上げるための教育内容を備えた体
系的な教育課程を編成するととも
に、効果的な教育を行うための
様々な措置を講じ、学修成果の修
得状況を把握し評価して、学位授
与を適切に行う。

アクティブラーニング等、学生の主
体的参加を促す授業方法をほとんど
の授業で実施しており、それを一層
充実する。

コースワークとリサーチワークを組
み合わせた教育を実施しているの
で、これを継続する。

コースワークとリサーチワークを組
み合わせた教育を実施しているの
で、これを継続し、履修要覧への明
示を検討する。

コースワークとリサーチワークを適
切に組み合わせた大学院教育を行
う。

教育目標の達成に向けた授業形態、
学生の主体的参加を促す授業方法
（アクティブラーニング）など、学
修指導を充実する。

アクティブラーニング等、学生の主
体的参加を促す授業方法をほとんど
の授業で実施しており、それを一層
充実する。

教育学研究科としての教育目標・学
位授与方針に基づく教育課程の編
成・実施方針を、広報担当教員を中
心に、募集要項、履修要覧やホーム
ページ等によって、教職員及び学生
に周知し、社会に公表する。

教育学研究科としての教育目標、学
位授与方針及び教育課程の編成・実
施方針の適切性について、自己点
検・評価担当を中心に、定期的に検
証する。教育臨床心理学コースにお
いては、実務教育と研究指導のバラ
ンスについて検討する。

教育学研究科としての教育目標に基
づく学位授与方針を、公的刊行物や
ホームページ等によって、教職員及
び学生に周知し、社会に公表するこ
とを継続する。

教育学研究科としての教育目標・学
位授与方針に基づく教育課程の編
成・実施方針を、公的刊行物やホー
ムページ等によって、教職員及び学
生に周知し、社会に公表することを
継続する。

教育学研究科としての教育目標、学
位授与方針及び教育課程の編成・実
施方針の適切性について、定期的に
検証することを継続する。

教育学研究科としての教育課程の編
成・実施方針に基づき、体系的に編
成された教育課程を、将来的にさら
に充実させる。

教育学研究科としての教育目標に基
づく学位授与方針について、広報担
当教員を中心に、募集要項、履修要
覧やホームページ等によって、教職
員及び学生に周知し、社会に公表す
る。



2019年度計画 2019年度実行内容
計画達成状況

　部局及び学科における2019年度計画と実行内容
中　期　目　標 中　期　計　画

アクティブラーニングの実施しを
継続した結果，院生はより積極的
に討議に参加するようになってい
る。

情報ネットワークの利用やキャン
パス外教育など、多様な手段を導
入している。

身近な子ども園，地域の講演会等
の参加促進から学会参加まで，
キャンパス外教育を積極的に行っ
ている。

シラバスは、全学で統一した書式
で作成して公表している。

シラバスは、全学で統一した書式
で作成して公表した。

シラバスの内容と授業内容・方法
との整合性のある授業を実施して
いる。

シラバスの内容と授業内容・方法
との整合性のある授業を実施し
た。

全学的に成績評価の基準が示され
次第、点検を行う。

全学的に示された成績評価の基準
に沿って，評価を行った。また，
修士論文の評価についても，観点
と基準を明確化した。

教育学研究科で設定している学位
授与方針にのっとり、適切に学位
授与を行う。

履修要覧に示された，修士論文の
評価の観点を再確認し，論文だけ
でなく，審査会の評価を記述評価
時に明確にするようにした。。

半期ごとの全コースの研究発表
会、教育臨床心理学コースの実習
報告会（年4回）により、教育成果
の検証、改善を行っている。授業評価アンケートや相互授業参観

などにより、教育成果について定期
的な検証を行い、その結果を授業の
内容及び方法の改善に反映させる。

単位制度の趣旨に基づく、厳格な成
績評価を継続して行うため、成績評
価を実施するシステムと制度につい
て、全学的な基準と照らして点検す
る。

教育学研究科で設定している学位授
与方針にのっとり、適切に学位授与
を行うことを継続する。

教育成果の検証機会として、全コー
スの研究報告会、加えて教育臨床心
理学コースにおいては、実習報告会
を行い、その結果から授業の内容や
方法の改善をはかる。

学生の半期ごとの全コースの研究報
告会、加えて教育臨床心理学コース
の実習報告会（年4回）を教育成果
の検証の機会とし、それにもとづい
て、授業の内容や方法の改善をはか
る。

修士論文については、すでに履修要
覧で公表している修士論文の審査基
準に関する内規に則った学位授与を
継続して行う。

成績評価を実施するシステムと制度
について、今後全学的に示される基
準に照らして教育学研究科の評価シ
ステムを点検する。

学修成果を測定するための評価指標
（ルーブリック評価など）を適切に
設定し、学位授与（卒業・修了認
定）を適切に行う。

厳格な成績評価を実施するシステム
と制度を構築し、学生学修力の向上
と教育の質の改善を図り、単位制度
の趣旨に基づく成績評価、単位認定
を適切に行う。

［教育課程・学修成果］
教育の理念・目的を実現するため
に、学位授与方針（ディプロマポ
リシー）及び教育課程の編成・実
施方針（カリキュラムポリシー）
を明示し、十分な教育上の成果を
上げるための教育内容を備えた体
系的な教育課程を編成するととも
に、効果的な教育を行うための
様々な措置を講じ、学修成果の修
得状況を把握し評価して、学位授
与を適切に行う。

アクティブラーニング等、学生の主
体的参加を促す授業方法をほとんど
の授業で実施しており、それを一層
充実する。

教育目標の達成に向けた授業形態、
学生の主体的参加を促す授業方法
（アクティブラーニング）など、学
修指導を充実する。

アクティブラーニング等、学生の主
体的参加を促す授業方法をほとんど
の授業で実施しており、それを一層
充実する。

教育学研究科では、教育効果を上げ
るため、情報ネットワークの利用、
キャンパス外教育など、多様な手段
を導入した教育システムへ展開して
おり、これを継続、推進する。

教育学研究科では、授業の目的、到
達目標、授業内容・方法、授業計
画、成績評価方法・基準、事前・事
後学習等を明らかにしたシラバス
を、全学の基準に則り、統一した書
式で作成し、公表する。

教育学研究科では、シラバスの内容
と授業内容・方法との整合性のある
授業を実施しているが、これを継
続、推進する。

教育効果を上げるための多様な手段
の導入と情報ネットワークを利用し
た教育システムへ展開し、キャンパ
ス外教育を推進する。

授業の目的、到達目標、授業内容・
方法、授業計画、成績評価方法・基
準等を明らかにしたシラバスを、統
一した書式で作成し、公表する。

シラバスの内容と授業内容・方法と
の整合性を取り、シラバスに基づく
授業を行う。

教育学研究科では、教育効果を上げ
るため、情報ネットワークの利用、
キャンパス外教育など、多様な手段
を導入した教育システムへ展開して
おり、これを継続、推進する。

教育学研究科では、授業の目的、到
達目標、授業内容・方法、授業計
画、成績評価方法・基準、事前・事
後学習等を明らかにしたシラバス
を、全学の基準に則り、統一した書
式で作成し、公表することを継続す
る。

教育学研究科では、シラバスの内容
と授業内容・方法との整合性のある
授業を実施しているが、これを継
続、推進する。



2019年度計画 2019年度実行内容
計画達成状況

　部局及び学科における2019年度計画と実行内容
中　期　目　標 中　期　計　画

全コースで研究発表会を3回行っ
た。教育臨床心理学コースの実習
報告会（4回）を行った。そららに
より、教育成果を検証し，改善を
進めている。

教育学研究科として教育の方向性
の観点から、教育内容にも関わる
FD研修会を実施した(9月18日）。

教育学研究科として，教育課程の
課題を共有する際2回FD研修会を実
施した(2月19日）。

学位論文審査基準の適切性を、学
位審査会の機会に検証する予定で
ある。

学位論文審査の観点と基準を、学
位審査会の機会に検証し，研究科
委員会の協議を経て，次年度から
はチェックリストを併用した評価
とすることに決定した。

アドミッションポリシーは、紙媒
体及びホームページ等で、受験生
に周知し、社会に公表している。

アドミッションポリシーを，更に
わかりやすい内容とするため，
コース長会議，入試担当，研究科
委員会で協議し，修正中である。
そららを募集要項，HPに反映させ
る準備をしている。

策定している学生の受け入れ方針
に基づき、公正かつ適切に学生募
集および入学者選抜を行っている
が、入試方法の詳細について明文
化を進めている。

昨年度の点検・評価で確認された、
教育学研究科の策定した学生の受け
入れ方針に基づく、公正かつ適切に
学生募集および入学者選抜を継続す
る。

教育学研究科として策定した学生受
け入れ方針（アドミッションポリ
シー）を、紙媒体及びホームページ
等で、受験生に周知し、社会に公表
しているので、それを継続する。。

教育学研究科として策定した学生受
け入れ方針（アドミッションポリ
シー）を、紙媒体及びホームページ
等で、受験生に周知し、社会に公表
することを継続する。

昨年度の点検・評価で確認された、
教育学研究科の策定した学生の受け
入れ方針に基づく、公正かつ適切に
学生募集および入学者選抜を継続す
る。

［学生の受け入れ］
教育の理念・目的を実現するため
に、学生の受け入れ方針を明示
し、その方針に沿って適切な入学
者選抜制度により公正な受け入れ
を行う。（留学生を含む）

求める学生像、学生の受け入れ方針
（アドミッションポリシー）を設定
し、公的刊行物やホームページ等に
よって、受験生に周知し、社会に公
表する。

学生の受け入れ方針に基づき、学生
募集及び入学者選抜の制度や運営体
制を適切に整備し、入学者選抜を公
正に実施する。

教育内容・方法等の改善を図るため
に、学内だけなく学外での研修機会
を積極的に利用するとともに、教育
内容・方法等の研究を推進する。

学位論文審査の基準はすでに明示し
ており、その適切性を学位審査会の
機会に確認しているので、それを継
続する。

教育内容・方法等の改善を図る学内
のFD研修を年度末に行うことに加
え、学外での研修機会の積極的利
用、教育内容・方法等の研究を推進
する。

履修要覧への学位論文審査基準の明
示を継続し、その適切性を学位審査
会の機会に再確認する。

授業評価アンケートや相互授業参観
などにより、教育成果について定期
的な検証を行い、その結果を授業の
内容及び方法の改善に反映させる。

教育成果の検証機会として、全コー
スの研究報告会、加えて教育臨床心
理学コースにおいては、実習報告会
を行い、その結果から授業の内容や
方法の改善をはかる。

学生の半期ごとの全コースの研究報
告会、加えて教育臨床心理学コース
の実習報告会（年4回）を教育成果
の検証の機会とし、それにもとづい
て、授業の内容や方法の改善をはか
る。

［教育課程・学修成果］
教育の理念・目的を実現するため
に、学位授与方針（ディプロマポ
リシー）及び教育課程の編成・実
施方針（カリキュラムポリシー）
を明示し、十分な教育上の成果を
上げるための教育内容を備えた体
系的な教育課程を編成するととも
に、効果的な教育を行うための
様々な措置を講じ、学修成果の修
得状況を把握し評価して、学位授
与を適切に行う。

学位授与にあたり学位論文審査の基
準を適切に設定し、学生に明示す
る。

教育内容・方法等の改善を図るため
に、組織的な研修・研究の機会を設
ける。



2019年度計画 2019年度実行内容
計画達成状況

　部局及び学科における2019年度計画と実行内容
中　期　目　標 中　期　計　画

新たな学生受け入れ方針に基づ
き，2022年度入試方法の詳細につ
いて明文化を開始している。

定員充足と教育臨床心理学コース
の学部からの接続を勘案した募集
人員について検討し、2021年度か
ら変更することを決定した。

2021年度から，募集人員を教育学
系2名，心理学系６名と変更した。
教育学系は幼児教育，特別支援で
の内部進学，他学部からの志望者
への積極的働きかけ，また必ずし
も資格取得を目指さない志望者の
受け入れを方針とすることとし
た。心理学系は2018年度の学部入
学生が受験する2022年度に向けた
内部進学の道筋，他大学への広報
を具体化するに至っている。

入試合否判定会議の機会に点検・
評価を行い、改善・向上に向けた
取り組みを行っている。

秋入試合否判定会議後に点検・評
価を行い、春入試では問題数，難
易度の適切性を図った。

大学院学則に則り、運営してい
る。

研究科の教員組織の編制方針(案)
を作成したが，「求める教員像｣に
ついての課題が発生し，大学全体
の指示が得られるよう，求めてい
るところである。

FD研修会を踏まえ、教育学研究科
の将来的な見通しと合わせて検討
している。特別支援教育学コース
は科目と担当者の見直しを行っ
た。

［教員・教員組織］
教育の理念・目的を実現するため
に、求める教員像や教員組織の編
制方針を明確にし、それに基づく
教員組織を整備するとともに、
ファカルティ・ディベロップメン
ト（ＦＤ）活動を実施して絶えず
教員の資質向上に取り組む。

教員に求める能力・資質、教員構
成、教員の組織的な連携体制と教育
研究に係る責任の所在など、教育学
研究科の教員組織の編制は、大学院
学則に則り現行で運営する。

学部教育との実質的な両立における
養護教育学コースの担当者の不足、
特別支援教育学コースの担当者の偏
りについての課題が指摘されてお
り、それについて検討を行う。

教員に求める能力・資質、教員構
成、教員の組織的な連携体制と教育
研究に係る責任の所在など、各学部･
研究科等の教員組織の編制に関する
方針を明示にする。

教育課程・編制方針に基づき、教育
研究活動を展開するため、授業科目
と担当教員の資格・適合性を明確に
して、教員組織を適切に編制する。

教員組織は、教育課程に沿って整備
されているが、昨年度末に指摘され
た課題について検討を行う。

教員に求める能力・資質、教員構
成、教員の組織的な連携体制と教育
研究に係る責任の所在など、教育学
研究科の教員組織の編制は、大学院
学則に則り現行で運営する。

教育学研究科としての学生の受け入
れの適切性について、点検・評価を
行い、その結果をもとに改善・向上
に向けて取り組む。

教育学研究科としての適切な定員を
設定しており、それにもとづいて在
籍者数の管理を適切に実施している
が、将来的な見通しを検討してい
く。

昨年度の点検・評価で確認された、
教育学研究科の策定した学生の受け
入れ方針に基づく、公正かつ適切に
学生募集および入学者選抜を継続す
る。

昨年度の点検・評価で確認された、
教育学研究科の策定した学生の受け
入れ方針に基づく、公正かつ適切に
学生募集および入学者選抜を継続す
る。

現在は適切な定員設定、それにもと
づく適切な在籍者数の管理を実施し
ているが、教育臨床心理学コースの
学部からの接続を勘案した適切な定
員について検討する。

教育学研究科としての学生の受け入
れの適切性について、入試委員を中
心に入試合否判定会議の機会に点
検・評価を行い、その結果をもとに
改善・向上に向けて取り組む。

［学生の受け入れ］
教育の理念・目的を実現するため
に、学生の受け入れ方針を明示
し、その方針に沿って適切な入学
者選抜制度により公正な受け入れ
を行う。（留学生を含む）

学生の受け入れ方針に基づき、学生
募集及び入学者選抜の制度や運営体
制を適切に整備し、入学者選抜を公
正に実施する。

適切な定員を設定し、在籍学生数を
収容定員に基づき適正に管理する。

学生の受け入れの適切性について定
期的に点検・評価を行い、その結果
をもとに改善・向上に向けた取り組
みを行う。



2019年度計画 2019年度実行内容
計画達成状況

　部局及び学科における2019年度計画と実行内容
中　期　目　標 中　期　計　画

上記の科目と担当者の見直しにつ
いて，学則変更の手続きを行っ
た。

公募による資格審査を実施した。
実施過程で規定と内規の不整合が
明らかになったため、今後修正を
図る。

教員資格審査の内規について，規
定と不整合を修正する改訂を行っ
た（1/22）。

全学的なＦＤ活動に加え、研究科
としてのＦＤ研修を実施した。

全学的なＦＤ活動に加え、研究科
としてのＦＤ研修を2回実施した
（9/18，2/19）。

教育学研究科の将来的な見通しと
合わせ、特別支援教育学コースの
科目担当者の見直しを行った。

教育学研究科の将来的な見通しと
合わせ、特別支援教育学コースの
科目担当者の見直しを行った。

学生担当は方針と方法を周知して
いる。

学生担当は方針と方法を周知し
た。

教育臨床心理学コースの実習に関
する個人の記録を徹底する指導を
行っている。

教育臨床心理学コースの実習に関
する個人の記録を徹底する指導を
行い，それを基にさらにわかりや
すい記録形態を検討しているとこ
ろである。

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するために
学生支援に関する方針を明確にし、
学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるよう、修学支
援、生活支援および進路支援を適
切に行う。

学生担当教員は、年度初めに学生に
対する修学支援、生活支援、進路支援
など、学生支援に関する方針を明示す
る。

学生学修意欲喚起や学修時間の確保
につながるものとして、教育臨床心
理学コースでは特に、実習に関する
個人の記録を徹底する指導を行い、
それらをポートフォリオ化するよう
検討する。

学生に対する修学支援、生活支援、進
路支援など、学生支援に関する方針を
明示する。

学生学修意欲喚起や学修時間の確保
に向けての学修e-ポートフォリオの導入
で、学修支援を推進する。

学生学修意欲喚起や学修時間の確保
につながるものとして、教育臨床心
理学コースでは特に、実習に関する
記録を整備する。

学生に対する修学支援、生活支援、進
路支援など、学生支援に関する方針を
明示する。

［教員・教員組織］
教育の理念・目的を実現するため
に、求める教員像や教員組織の編
制方針を明確にし、それに基づく
教員組織を整備するとともに、
ファカルティ・ディベロップメン
ト（ＦＤ）活動を実施して絶えず
教員の資質向上に取り組む。

全学的なＦＤ活動と連携してＦＤを
実施し、教員の資質向上を図る。

教育研究活動等、教員組織の適切性
について、昨年度末に指摘された課
題について検討を行う。

全学的なＦＤ活動と連携してＦＤを
実施し、教員の資質向上を図る。

昨年度末の点検で明らかになった、
学部教育との実質的な両立、特別支
援教育学コースの担当者の偏りにつ
いて、改善策の検討を行う。

学部教育との実質的な両立における
養護教育学コースの担当者の不足、
特別支援教育学コースの担当者の偏
りについての課題が指摘されてお
り、それについて検討を行う。

年度初めに、教員資格審査の手続き
について構成員に周知した上で、前
期・後期のしかるべき時期に再度周
知を行い、その後の適切な審査につ
なげる。

ＦＤ活動を組織的かつ多面的に実施
し、教員の資質向上及び教員組織の
改善・向上を図る。

教育研究活動等、教員組織の適切性
について定期的に点検・評価を行
い、その結果をもとに改善・向上に
向けた取り組みを行う。

教育課程・編制方針に基づき、教育
研究活動を展開するため、授業科目
と担当教員の資格・適合性を明確に
して、教員組織を適切に編制する。

教員の募集・採用・昇格等に関する
規定及び手続きを明確にして、適切
な教員人事を行う。

研究科の教員資格審査の手続きにつ
いて、構成員に周知し、適切な資格
審査が行われるようにする。

教員組織は、教育課程に沿って整備
されているが、昨年度末に指摘され
た課題について検討を行う。



2019年度計画 2019年度実行内容
計画達成状況

　部局及び学科における2019年度計画と実行内容
中　期　目　標 中　期　計　画

学生担当またはゼミ担当が面談を
行い、状況を把握し、適切に対処
している。

学生担当またはゼミ担当が面談を
行い、学生の状況を把握した。

分野ごとに個別的に求められる能
力について教員の情報共有により
学生の状況を把握し、個別に対応
してる。

分野ごとに個別的に求められる能
力について，教員の情報共有によ
り学生の状況を把握し，個別に対
応し，その状況をコース会議等で
共有している。

対応の用意はできている。

対応の用意はできている。

全学と連携して、奨学金等を通じ
た経済的支援の充実を図ってい
る。

全学と連携して、奨学金等を通じ
た経済的支援を図っているが，
「就実の木」奨学金については，
申請方法等の周知がさらに必要で
ある。

全学的な各種の研修会等に加え、日
常的に教員間の率直な意見交換を活
発に行うことで、学生の人権を保障し、
ハラスメントが起きにくい環境を整えて
いる。

対学生だけなく，教員間の言動を相互
に注意したり，話し合えるよう意識し，
ハラスメントが起きにくい，万一生じた
場合も軽度で解決できる環境作りを
行っている。

キャリア支援担当教員を中心に、
採用試験、国家試験対策、就職に
関する情報提供、求人依頼を行っ
ている。

全学と連携して、奨学金等を通じた経
済的支援の充実を図り、安定した学生
生活の実現に努める。

全学的に行われる各種の研修会等を
通じて、心身の健康保持・増進及び安
全・衛生への配慮を喚起するとともに、
全学として設置されているハラスメント
防止委員会と連携して、学生の人権を
保障し、ハラスメント防止のための措置
を適切に行う。

キャリア支援に関する組織体制を整備
し、進路選択に関わる指導・ガイダンス
を実施する。

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するために
学生支援に関する方針を明確にし、
学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるよう、修学支
援、生活支援および進路支援を適
切に行う。

キャリア支援担当を研究科内の分掌
に新設し、各コースの特色に合わせ
た適切なキャリア支援体制を構築す
る。

キャリア支援担当教員を中心に、教
育学系コースにおいては採用試験に
向けて、教育臨床心理学コースにお
いては、就職と国家試験対策に向け
て、情報提供の他、学生の主体的な
活動を支援する体制を構築してい
く。

奨学金等をを通じた経済的支援の充実
を図り、安定した学生生活の実現に努め
る。

心身の健康保持・増進及び安全・衛生
へ配慮するとともに、学生の人権を保障
し、ハラスメント防止のための措置を適切
に行う。

全学的な取り組みと連携して、心身の
健康保持・増進及び安全・衛生へ配慮
するとともに、学生の人権を保障し、ハ
ラスメント防止のための措置を適切に行
う。

全学と連携して、奨学金等を通じた経
済的支援の充実を図り、安定した学生
生活の実現に努める。

現在は、障がいのある学生は在籍し
ていないが、改装により学内実習施
設はバリアフリー対応となってい
る。

学生担当教員は、ゼミ担当と連携し
て、留年者および休・退学者、ま
た、それらの可能性がある学生の状
況を把握し、適切に対処する。

各分野で個別的に求められる能力に
ついて、不足している学生があった
場合は、個別の支援を適宜行う。

障がいのある学生に対する支援体制を
整備し、修学支援措置を適切に行う。

現在は、障がいのある学生は在籍し
ていないが、改装により学内実習施
設はバリアフリー対応となってい
る。

留年者及び休・退学者の状況を把握し、
低減に向けての部局での方策を検討
し、適切に対処する。

リメディアル教育や高大連携による入試
前教育に関する支援体制を整備し、適
切に実施する。

大学教育を受ける際に必要な基礎学
力が不足している学生の大学院入学
はないが、個別的な能力の不足への
支援は適宜行う。

学生担当教員は、ゼミ担当と連携し
て、留年者および休・退学者の状況
を把握し、適切に対処する。



2019年度計画 2019年度実行内容
計画達成状況

　部局及び学科における2019年度計画と実行内容
中　期　目　標 中　期　計　画

キャリア支援担当教員を中心に、
採用試験、国家試験対策、就職に
関する情報提供、求人依頼を行う
とともに，キャリア形成のための
情報提供体制の構築を検討してい
る。

学生支援の適切性について点検・
評価を学生担当に依頼している。

学生担当は，学生支援の適切性に
ついて点検・評価を行い，適切で
あると判断している。

岡山市教育委員会、岡山県教育委
員会、岡山県公認心理師・臨床心
理士協会の他、関係学会への協力
を十分行っている。

岡山市教育委員会、岡山県教育委
員会、岡山県公認心理師・臨床心
理士協会の他、関係学会への協力
を行っている。心理臨床センター
化により，貢献活動が外部からも
より見えるように進めていく予定
である。

実施していない

実施していない

修了研究指導の倫理チェックリス
トの内容と運用方法を研究科委員
会で再検討し，修士論文提出時の
チェックリスト提出を義務付け，
履修要覧に記載した。

［教育研究等環境］
教育の理念・目的を実現し、学生の
学修及び教員による教育研究活動
を必要かつ十分に行えるよう、教育
研究等環境の整備に関する方針を
明確にし、その方針に沿って学修環
境や教育研究環境を整備、適切に
管理運営する。

キャリア支援に関する組織体制を整備
し、進路選択に関わる指導・ガイダンス
を実施する。

学生支援の適切性について定期的に点
検・評価し、その結果をもとに改善・向上
に向けた取り組みを行う。

教育研究成果を適切に社会に還元する
ための社会連携・社会貢献に関する方
針を明示する。

社会へのサービス活動、地域交流・国際
交流事業への積極的参加など、学外組
織との連携協力による教育研究を推進
し、教育研究成果を適切に社会に還元
する。

グローバル化促進として、留学生の積極
的な受け入れ、さらに外国人研究者活
躍の場を広げ、本学の構成員の国際的
活動能力の向上を図る。

該当しない。

行政、学校園、職能団体、関係の学
会など学外組織との連携協力によ
り、教育学研究科における教育研究
を推進し、教育研究成果を社会に還
元する。

外国人研究者との教育研究の連携、
教員の海外研修を推進し、教育学研
究科の国際的活動能力の向上を図
る。

該当しない。

行政、学校園、職能団体、関係の学
会など学外組織との連携協力によ
り、教育学研究科における教育研究
を推進し、教育研究成果を社会に還
元する。

外国人研究者との教育研究の連携、
教員の海外研修を推進し、教育学研
究科の国際的活動能力の向上を図
る。

［社会連携・社会貢献］
教育の理念・目的を実現するため
に、社会連携・社会貢献に関する方
針を明確にし、その方針に沿って社
会との連携に配慮し、教育研究成果
を広く社会に還元する。

該当しない。

該当しない。

該当しない。

該当しない。

研究倫理を遵守するための必要な措置
を講じ、適切に対応する。

教育研究等環境の適切性について定
期的に点検・評価を行い、その結果をも
とに改善・向上に向けた取り組みを行う。

［学生支援］
教育の理念・目的を実現するために
学生支援に関する方針を明確にし、
学生が学修に専念し、安定した学生
生活を送ることができるよう、修学支
援、生活支援および進路支援を適
切に行う。

キャリア支援担当を研究科内の分掌
に新設し、各コースの特色に合わせ
た適切なキャリア支援体制を構築す
る。

学生担当教員を中心に、学生支援の
適切性について定期的に点検・評価
し、その結果をもとに改善・向上に
向けた取り組みを行う。

キャリア支援担当教員を中心に、教
育学系コースにおいては採用試験に
向けて、教育臨床心理学コースにお
いては、就職と国家試験対策に向け
て、情報提供の他、学生の主体的な
活動を支援する体制を構築してい
く。

学生担当教員を中心に、学生支援の
適切性について前期末に点検・評価
し、その結果をもとに改善・向上に
向けた取り組みを行う。



2019年度計画 2019年度実行内容
計画達成状況

　部局及び学科における2019年度計画と実行内容
中　期　目　標 中　期　計　画

①行政機関との連携、学会や職能
団体との関わりに加え、FD研修会
によっても、教育学系コース、心
理系コースそれぞれの社会におけ
る状況の把握に努めている。
②教育系、心理系の学生募集、教
育の全国的な状況を知る、FD研修
会を実施した。
③全学的な教職協働に協力するた
め、積極的にコミュニケーション
を図り、相互理解に努めている。
④教育学系コースは、教職支援セ
ンターと連携して活動する。心理
系コースの教育領域の実習に関し
ての保育・教職支援センターとの
連携は今後行う。学内実習施設で
ある心理教育相談室の心理臨床セ
ンター（仮）化について検討を始
めている。
⑤全学的に行われるFSD活動に連携
し、学内外での教職員研修の参加
を推奨している。
⑥学部で行われる教員業績評価制
度の意義に沿った、教育、研究、
社会貢献、学内貢献等を奨励して
いる。
⑦全学的なPDCAサイクルの検証に
連動して、自己点検を行ってい
る。　　　⑧全学的に行われる高
等教育無償化要件、私立大学等改
革総合支援事業への対応に協力し
ている。

地域の教育委員会，職能団体，関
係学会への貢献について，各コー
ス長からの報告に基づき，研究科
内自己点検評価を行っている。

［社会連携・社会貢献］
教育の理念・目的を実現するため
に、社会連携・社会貢献に関する方
針を明確にし、その方針に沿って社
会との連携に配慮し、教育研究成果
を広く社会に還元する。

社会連携・社会貢献の適切性について
定期的に点検・評価を行い、その結果を
もとに改善・向上に向けた取り組みを行
う。

該当しない。 該当しない。

［特色ある取り組み］
社会を意識して学び、学生自らが
成長を実感できる教育改革、充実
した学生生活支援、新たな価値を
創出する地域連携活動などを通し
て、本学の魅力や教育・研究の質
を高め、個性を磨いて差別化を図
るため、特色ある大学改革を推進
する。「未来社会を力強く生き
抜く人材を育成し、地域と共に
輝く大学」を目指し、全教職員が
ベクトルを合わせて下記の重点課
題に取り組み、目標達成に向けて
努力する。
（１）教学ガバナンス・マネジメ
ントの強化による内部質保証：組
織的な大学改革への取り組み
（２）3ポリシーを具現化した教
育改革による学びの保証： カリ
キュラムマネジメント体制の構築
（３）満足度向上に繋がる学生生
活・修学・キャリア支援体制の強
化：学生調査に基づく改善整備
（４）新入試制度の構築と効果的
な入試広報活動：優秀な学生の確
保と学生定員の厳格化
（５）地域活性化に繋がる教育・
研究ブランド力の強化：地域貢献
力とグローバル化の推進

①大学・短大改革の将来構想： 10年先
を見据えた大学・短大組織のあり方、将
来構想案を策定する。
②IR機能の強化：学内外の情報を収
集、解析、管理、公開し、戦略的な大学
改革や広報活動へ活用する。
③教学・事務組織の再編：教学・事務組
織の充実・効率的運営、業務の合理化、
教職協働体制の充実を図る。
④センター構想：幼保教職支援及び教
養教育の効率的な運営組織へ改組、兼
任教職員を配置して支援強化する。
⑤FD・SD活動等の活性化：FSD研修会
の開催、学外研修会参加の推奨による
教職員の資質向上を図る。
⑥教員業績評価制度改革：教育、研
究、社会貢献、学内貢献等のきめ細か
な評価で賞与等へ反映する。
⑦PDCAサイクルの検証：外部評価委員
や学内学生の参画による自己点検・評
価・改善制度を構築する。
⑧国の政策・事業への対応：高等教育
無償化要件、私立大学等改革総合支援
事業に全学的に取り組む。

①大学・短大改革の将来構想： 教
育学系コース、心理系コースそれぞ
れの社会における状況を踏まえた将
来構想を提案する。
②IR機能の強化：全学的に行われ
る、学内外の情報収集、解析、管
理、公開に、連携して活動すると同
時に、教育系、心理系の全国的な状
況を情報収集に努める。
③教学・事務組織の再編：全学的に
行われる教学・事務組織の充実・効
率的運営、業務の合理化、教職協働
の充実に協力するため、積極的なコ
ミュニケーションを図り、相互理解
に努める。
④センター構想：保育・教育学系
コースにおいては、教職支援セン
ターと連携して活動する。心理系
コースの教育領域の実習に関して
も、保育・教職支援センターとの連
携を検討する。心理系コースの学内
実習施設である心理教育相談室の心
理臨床センター（仮）化について検
討を始める。
⑤FD・SD活動等の活性化：全学的に
行われるFSD活動に連携し、学内外
での教職員研修の参加を推奨する。
⑥教員業績評価制度改革：教員業績
評価制度は、学部で行われるが、そ
の意義に沿った、教育、研究、社会
貢献、学内貢献等を奨励する。ま
た、研究科における教員の各種活動
が適切に評価に反映されるよう発信
していく。
⑦PDCAサイクルの検証：全学的に行
われるPDCAサイクルの検証に連携し
て、自己点検を行う。
⑧国の政策・事業への対応：全学的
に行われる高等教育無償化要件、私
立大学等改革総合支援事業への対応
に協力する。

①教育学系コース、心理系コースそ
れぞれの社会における状況の情報収
集に努め、それらを踏まえた将来構
想を提案する。
②全学的に行われる、学内外の情報
収集、解析、管理、公開に、連携し
て活動すると同時に、教育系、心理
系の学生募集、採用等の全国的な状
況を情報収集に努める。。
③全学的に行われる教学・事務組織
の充実・効率的運営、業務の合理
化、教職協働の充実に協力するた
め、積極的なコミュニケーションを
図り、相互理解に努める。
④教育学系コースにおいては、教職
支援センターと連携して活動する。
心理系コースの教育領域の実習に関
しても、保育・教職支援センターと
の連携を検討する。心理系コースの
学内実習施設である心理教育相談室
の心理臨床センター（仮）化につい
て検討を始める。
⑤全学的に行われるFSD活動に連携
し、学内外での教職員研修の参加を
推奨する。
⑥教員業績評価制度は、学部で行わ
れるが、その意義に沿った、教育、
研究、社会貢献、学内貢献等を奨励
する。また、研究科における教員の
各種活動が適切に評価に反映される
よう発信していく。
⑦全学的に行われるPDCAサイクルの
検証に連携して、自己点検を行う。
⑧全学的に行われる高等教育無償化
要件、私立大学等改革総合支援事業
への対応に協力する。

【2019年度大学院・大学の主要事業計画と改革の重点事項】



2019年度計画 2019年度実行内容
計画達成状況

　部局及び学科における2019年度計画と実行内容
中　期　目　標 中　期　計　画

①②教育、心理それぞれの社会に
おける状況をコース長会議等で共
有し，教育学系では特別支援，幼
児教育分野での進学者と，免許状
取得ではなく研究を希望する進学
者を確保していく方針となった。
心理学系は専門職育成を学部から
の連続で行うため，高校への募集
強化にも尽力する方針である。一
方，広報に関する課題は研究科の
みで解決できるものではないこと
が明らかになっている。
③教職協働の推進のため，学内部
署との積極的コミュニケーション
に努めたところ，情報共有が不十
分であるいう課題が見えたため，
本研究科としては説明等の機会を
積極的に活用するよう努めてい
る。
④教育学系コースは、保育・教職
支援センターと連携して活動して
いる。心理系コースの教育領域の
実習に関わるボランティアについ
て，保育・教職支援センターと連
携を図るよういした。また心理教
育相談室の心理臨床センター化の
検討を行い，規定を策定した(3
月)。
⑤教員は，全学的に行われるFSD活
動，研究科内FD研修会，公認心理
師養成機関連盟の研修会に参加し
た。
⑥学部での評価制度の意義に沿っ

［特色ある取り組み］
社会を意識して学び、学生自らが
成長を実感できる教育改革、充実
した学生生活支援、新たな価値を
創出する地域連携活動などを通し
て、本学の魅力や教育・研究の質
を高め、個性を磨いて差別化を図
るため、特色ある大学改革を推進
する。「未来社会を力強く生き
抜く人材を育成し、地域と共に
輝く大学」を目指し、全教職員が
ベクトルを合わせて下記の重点課
題に取り組み、目標達成に向けて
努力する。
（１）教学ガバナンス・マネジメ
ントの強化による内部質保証：組
織的な大学改革への取り組み
（２）3ポリシーを具現化した教
育改革による学びの保証： カリ
キュラムマネジメント体制の構築
（３）満足度向上に繋がる学生生
活・修学・キャリア支援体制の強
化：学生調査に基づく改善整備
（４）新入試制度の構築と効果的
な入試広報活動：優秀な学生の確
保と学生定員の厳格化
（５）地域活性化に繋がる教育・
研究ブランド力の強化：地域貢献
力とグローバル化の推進

①大学・短大改革の将来構想： 10年先
を見据えた大学・短大組織のあり方、将
来構想案を策定する。
②IR機能の強化：学内外の情報を収
集、解析、管理、公開し、戦略的な大学
改革や広報活動へ活用する。
③教学・事務組織の再編：教学・事務組
織の充実・効率的運営、業務の合理化、
教職協働体制の充実を図る。
④センター構想：幼保教職支援及び教
養教育の効率的な運営組織へ改組、兼
任教職員を配置して支援強化する。
⑤FD・SD活動等の活性化：FSD研修会
の開催、学外研修会参加の推奨による
教職員の資質向上を図る。
⑥教員業績評価制度改革：教育、研
究、社会貢献、学内貢献等のきめ細か
な評価で賞与等へ反映する。
⑦PDCAサイクルの検証：外部評価委員
や学内学生の参画による自己点検・評
価・改善制度を構築する。
⑧国の政策・事業への対応：高等教育
無償化要件、私立大学等改革総合支援
事業に全学的に取り組む。

①大学・短大改革の将来構想： 教
育学系コース、心理系コースそれぞ
れの社会における状況を踏まえた将
来構想を提案する。
②IR機能の強化：全学的に行われ
る、学内外の情報収集、解析、管
理、公開に、連携して活動すると同
時に、教育系、心理系の全国的な状
況を情報収集に努める。
③教学・事務組織の再編：全学的に
行われる教学・事務組織の充実・効
率的運営、業務の合理化、教職協働
の充実に協力するため、積極的なコ
ミュニケーションを図り、相互理解
に努める。
④センター構想：保育・教育学系
コースにおいては、教職支援セン
ターと連携して活動する。心理系
コースの教育領域の実習に関して
も、保育・教職支援センターとの連
携を検討する。心理系コースの学内
実習施設である心理教育相談室の心
理臨床センター（仮）化について検
討を始める。
⑤FD・SD活動等の活性化：全学的に
行われるFSD活動に連携し、学内外
での教職員研修の参加を推奨する。
⑥教員業績評価制度改革：教員業績
評価制度は、学部で行われるが、そ
の意義に沿った、教育、研究、社会
貢献、学内貢献等を奨励する。ま
た、研究科における教員の各種活動
が適切に評価に反映されるよう発信
していく。
⑦PDCAサイクルの検証：全学的に行
われるPDCAサイクルの検証に連携し
て、自己点検を行う。
⑧国の政策・事業への対応：全学的
に行われる高等教育無償化要件、私
立大学等改革総合支援事業への対応
に協力する。

①教育学系コース、心理系コースそ
れぞれの社会における状況の情報収
集に努め、それらを踏まえた将来構
想を提案する。
②全学的に行われる、学内外の情報
収集、解析、管理、公開に、連携し
て活動すると同時に、教育系、心理
系の学生募集、採用等の全国的な状
況を情報収集に努める。。
③全学的に行われる教学・事務組織
の充実・効率的運営、業務の合理
化、教職協働の充実に協力するた
め、積極的なコミュニケーションを
図り、相互理解に努める。
④教育学系コースにおいては、教職
支援センターと連携して活動する。
心理系コースの教育領域の実習に関
しても、保育・教職支援センターと
の連携を検討する。心理系コースの
学内実習施設である心理教育相談室
の心理臨床センター（仮）化につい
て検討を始める。
⑤全学的に行われるFSD活動に連携
し、学内外での教職員研修の参加を
推奨する。
⑥教員業績評価制度は、学部で行わ
れるが、その意義に沿った、教育、
研究、社会貢献、学内貢献等を奨励
する。また、研究科における教員の
各種活動が適切に評価に反映される
よう発信していく。
⑦全学的に行われるPDCAサイクルの
検証に連携して、自己点検を行う。
⑧全学的に行われる高等教育無償化
要件、私立大学等改革総合支援事業
への対応に協力する。



2019年度計画 2019年度実行内容
計画達成状況

　部局及び学科における2019年度計画と実行内容
中　期　目　標 中　期　計　画

①全学的に策定されるアセスメン
トポリシーに従って、点検評価を
行う。。
②2021年度履修要覧にカリキュラ
ムマップとして示すよう準備を進
める。
③全学で行われるシラバスの第三
者チェックを踏襲する方針であ
る。。
④様々な形のアクティブラーニン
グを行っている。
⑤学年、コースを超えた授業内で
の活発な討議、授業外での交流を
促進している。院生と学部生の相
互支援を促進する声掛けを行って
いる。
⑥在学生から教育に関する要望を
聞き取り、教育内容に反映させる
よう依頼している。
⑦全学的なアセスメントポリシー
の評価基準が示された折に、教育
学系、心理系のそれぞれの独自性
と合致するよう検討する予定であ
る。
⑧在学生から実習に関する聞き取
りを行っている。卒業生から在学
中の学びについて聞き取りを行っ
た。

［特色ある取り組み］
社会を意識して学び、学生自らが
成長を実感できる教育改革、充実
した学生生活支援、新たな価値を
創出する地域連携活動などを通し
て、本学の魅力や教育・研究の質
を高め、個性を磨いて差別化を図
るため、特色ある大学改革を推進
する。「未来社会を力強く生き
抜く人材を育成し、地域と共に
輝く大学」を目指し、全教職員が
ベクトルを合わせて下記の重点課
題に取り組み、目標達成に向けて
努力する。
（１）教学ガバナンス・マネジメ
ントの強化による内部質保証：組
織的な大学改革への取り組み
（２）3ポリシーを具現化した教
育改革による学びの保証： カリ
キュラムマネジメント体制の構築
（３）満足度向上に繋がる学生生
活・修学・キャリア支援体制の強
化：学生調査に基づく改善整備
（４）新入試制度の構築と効果的
な入試広報活動：優秀な学生の確
保と学生定員の厳格化
（５）地域活性化に繋がる教育・
研究ブランド力の強化：地域貢献
力とグローバル化の推進

①３ポリシーの定期点検：３ポリシーに対
応したアセスメントポリシーを策定し、毎
年定期的に点検評価する。
②カリキュラム改革：DPに基づく体系的
カリキュラム（カリキュラムマップ／ナンバ
リング）へ改訂する。
③履修指導の徹底：シラバスの第三者
チェックを徹底し、個々の学生に対応し
たきめ細かな履修指導を行う。
④新しい教育方法の実践：ICT教育、ア
クティブラーニング、PBL、反転授業など
を全学的に推進する。
⑤学生相互学修支援の促進：SA・TAや
ピアサポート、学修支援体制を構築し、
指導学生の育成を図る。
⑥学生が成長を実感する教育改革：学
生の基礎力診断を継続実施し、学生・教
職員への周知、活用推進を図る。
⑦学修成果の可視化：アセスメントポリ
シーの評価基準を策定し、GPA制度の
活用などで多面的に評価する。
⑧学びの保証体制：授業評価アンケート
の活用を促進し、学修ポートフォリオの
全学導入を検討する。

①全学的に策定されるアセスメント
ポリシーに従って、点検評価を行
う。。
②すでにDPに基づく体系的カリキュ
ラムが組まれているが、それらをカ
リキュラムマップとして示すように
する。
③全学で行われるシラバスの第三者
チェックを踏襲する。個々の学生に
対応したきめ細かな履修指導を引き
続き行う。
④様々な形のアクティブラーニング
を行い、常に新鮮な学びが生じる方
法を推奨する。
⑤学年、コースを超えた学生の相互
支援が促進されるよう、授業内での
活発な討議、授業外での交流を促進
する。また、院生と学部生の相互支
援を促進する。
⑥在学生及び卒業生からの聞き取り
により、学生が成長を実感できる教
育内容へと充実を図る。
⑦全学的なアセスメントポリシーの
評価基準と連動しつつ、教育学系、
心理系のそれぞれの独自性を損なわ
ない評価を実施する。
⑧在学生及び卒業生からの聞き取り
を行い、学びの保証を行う。実習
ポートフォリオの導入を計画する。

①全学的に策定されるアセスメント
ポリシーに従って、点検評価を行
う。。
②すでにDPに基づく体系的カリキュ
ラムが組まれているが、それらをカ
リキュラムマップとして示すように
する。
③全学で行われるシラバスの第三者
チェックを踏襲する。個々の学生に
対応したきめ細かな履修指導を引き
続き行う。
④様々な形のアクティブラーニング
を行い、常に新鮮な学びが生じる方
法を推奨する。
⑤学年、コースを超えた学生の相互
支援が促進されるよう、授業内での
活発な討議、授業外での交流を促進
する。学部生を院生の活動に部分的
に参加させるなど、院生と学部生の
相互支援を促進する。
⑥在学生及び卒業生からの聞き取り
により、学生が成長を実感できる教
育内容へと充実を図る。
⑦全学的なアセスメントポリシーの
評価基準と連動しつつ、教育学系、
心理系のそれぞれの独自性を損なわ
ない評価を実施する。
⑧在学生及び卒業生からの聞き取り
を行い、学びの保証を行う。実習
ポートフォリオの導入を計画する。



2019年度計画 2019年度実行内容
計画達成状況

　部局及び学科における2019年度計画と実行内容
中　期　目　標 中　期　計　画

①全学的に策定されるアセスメン
トポリシーと研究科の教育との整
合性をはかるよう検討し，修士論
文評価の方法を改善した。
②2021年度に向けて，3ポリシーの
見直しを行うことになったため，
それに基づいてカリキュラムマッ
プを準備する。
③長期履修等，個々の学生の履修
指導を丁寧に行った。
④アクティブラーニングが形骸化
しないよう常に工夫し，改善を図
るため，年度末にはWGで検討し
た。
⑤学年、コースを超えた授業内外
での交流が活発になっている。院
生の学部生の自発的な活動の支
援，さらにそれを促進する場を設
定するに至っている。
⑥教員は，随時在学生から教育に
関する要望を聞き取り、教育内容
に反映させている。
⑦全学的な評価基準に対し、教育
学系、心理学系ともに不適合は報
告されていない。
⑧在学生から実習に関する聞き取
りを行い，実習計画に反映した。

①入学時の聞き取りを指導内容に
反映させている。②設備の使用予
定を共有し、有効活用している。
③就職に関する点が課題であるこ
とを共有し、担当を配置して対応
中である。④研究科としてキャリ
ア支援担当を配置した。⑤学生担
当とゼミ担当で、学生生活の状況
把握を行っている。⑥施設改修時
に車いす利用を想定して改修し
た。

［特色ある取り組み］
社会を意識して学び、学生自らが
成長を実感できる教育改革、充実
した学生生活支援、新たな価値を
創出する地域連携活動などを通し
て、本学の魅力や教育・研究の質
を高め、個性を磨いて差別化を図
るため、特色ある大学改革を推進
する。「未来社会を力強く生き
抜く人材を育成し、地域と共に
輝く大学」を目指し、全教職員が
ベクトルを合わせて下記の重点課
題に取り組み、目標達成に向けて
努力する。
（１）教学ガバナンス・マネジメ
ントの強化による内部質保証：組
織的な大学改革への取り組み
（２）3ポリシーを具現化した教
育改革による学びの保証： カリ
キュラムマネジメント体制の構築
（３）満足度向上に繋がる学生生
活・修学・キャリア支援体制の強
化：学生調査に基づく改善整備
（４）新入試制度の構築と効果的
な入試広報活動：優秀な学生の確
保と学生定員の厳格化
（５）地域活性化に繋がる教育・
研究ブランド力の強化：地域貢献
力とグローバル化の推進

①３ポリシーの定期点検：３ポリシーに対
応したアセスメントポリシーを策定し、毎
年定期的に点検評価する。
②カリキュラム改革：DPに基づく体系的
カリキュラム（カリキュラムマップ／ナンバ
リング）へ改訂する。
③履修指導の徹底：シラバスの第三者
チェックを徹底し、個々の学生に対応し
たきめ細かな履修指導を行う。
④新しい教育方法の実践：ICT教育、ア
クティブラーニング、PBL、反転授業など
を全学的に推進する。
⑤学生相互学修支援の促進：SA・TAや
ピアサポート、学修支援体制を構築し、
指導学生の育成を図る。
⑥学生が成長を実感する教育改革：学
生の基礎力診断を継続実施し、学生・教
職員への周知、活用推進を図る。
⑦学修成果の可視化：アセスメントポリ
シーの評価基準を策定し、GPA制度の
活用などで多面的に評価する。
⑧学びの保証体制：授業評価アンケート
の活用を促進し、学修ポートフォリオの
全学導入を検討する。

①全学的に策定されるアセスメント
ポリシーに従って、点検評価を行
う。。
②すでにDPに基づく体系的カリキュ
ラムが組まれているが、それらをカ
リキュラムマップとして示すように
する。
③全学で行われるシラバスの第三者
チェックを踏襲する。個々の学生に
対応したきめ細かな履修指導を引き
続き行う。
④様々な形のアクティブラーニング
を行い、常に新鮮な学びが生じる方
法を推奨する。
⑤学年、コースを超えた学生の相互
支援が促進されるよう、授業内での
活発な討議、授業外での交流を促進
する。また、院生と学部生の相互支
援を促進する。
⑥在学生及び卒業生からの聞き取り
により、学生が成長を実感できる教
育内容へと充実を図る。
⑦全学的なアセスメントポリシーの
評価基準と連動しつつ、教育学系、
心理系のそれぞれの独自性を損なわ
ない評価を実施する。
⑧在学生及び卒業生からの聞き取り
を行い、学びの保証を行う。実習
ポートフォリオの導入を計画する。

①全学的に策定されるアセスメント
ポリシーに従って、点検評価を行
う。。
②すでにDPに基づく体系的カリキュ
ラムが組まれているが、それらをカ
リキュラムマップとして示すように
する。
③全学で行われるシラバスの第三者
チェックを踏襲する。個々の学生に
対応したきめ細かな履修指導を引き
続き行う。
④様々な形のアクティブラーニング
を行い、常に新鮮な学びが生じる方
法を推奨する。
⑤学年、コースを超えた学生の相互
支援が促進されるよう、授業内での
活発な討議、授業外での交流を促進
する。学部生を院生の活動に部分的
に参加させるなど、院生と学部生の
相互支援を促進する。
⑥在学生及び卒業生からの聞き取り
により、学生が成長を実感できる教
育内容へと充実を図る。
⑦全学的なアセスメントポリシーの
評価基準と連動しつつ、教育学系、
心理系のそれぞれの独自性を損なわ
ない評価を実施する。
⑧在学生及び卒業生からの聞き取り
を行い、学びの保証を行う。実習
ポートフォリオの導入を計画する。

①徹底した学生調査：入学時、卒業時、
卒業後アンケート・インタビューを実施し
て、大学運営改善に繋げる。
②キャンパスアメニティの充実：施設設
備の充実、老朽化した設備の改修・更
新、施設の有効活用を推進する。
③学生生活実態調査活用：調査結果の
解析を踏まえた課題抽出、改善策を検
討し、学生への周知、改善を図る。
④キャリア支援の強化：キャリア教育充
実、学内インターンシップ制度の導入、
就職率80％以上を達成する。
⑤学生相談への支援体制強化：担任制
度による定期的な学生面談を徹底し、メ
ンタルサポート体制を強化する。
⑥障がい学生支援：障がい者学修支援
体制、施設の充実を図り、保健管理セン
ターの支援体制を強化する。

①徹底した学生調査：全学で実施され
る学生調査に協力する共に、入学時、
卒業時、卒業後のインタビューにより研
究科の運営改善に繋げる。
②キャンパスアメニティの充実：教育効
果を高める施設設備の充実に関する提
案を行う。また既存設備の有効活用を
推進する。
③学生生活実態調査活用：学生生活
実態調査で抽出された課題に対して、
研究科として取り組める改善策を検討
する。
④キャリア支援の強化：研究科としての
キャリア支援担当を配置し、学生の主体
的な就職活動、資格試験、採用試験対
策への支援を実施する。
⑤学生相談への支援体制強化：ゼミ担
当を中心に、学生生活の状況把握に努
めながら、各コースでの情報共有を行
い、必要な場合は専門的支援との協力
体制を取る。
⑥障がい学生支援：障がい学生の入学
を念頭におき、全学の支援体制と連動
して受け入れ態勢を整える。

①徹底した学生調査：全学で実施され
る学生調査に協力する共に、入学時、
卒業時、卒業後のインタビューにより研
究科の運営改善に繋げる。
②キャンパスアメニティの充実：教育効
果を高める施設設備の充実に関する
提案を行う。また既存設備の有効活用
を推進する。
③学生生活実態調査活用：学生生活
実態調査で抽出された課題に対して、
研究科として取り組める改善策を検討
する。
④キャリア支援の強化：研究科としての
キャリア支援担当を配置し、学生の主
体的な就職活動、資格試験、採用試
験対策への支援を実施する。
⑤学生相談への支援体制強化：ゼミ担
当を中心に、学生生活の状況把握に
努めながら、各コースでの情報共有を
行い、必要な場合は専門的支援との協
力体制を取る。
⑥障がい学生支援：障がい学生の入
学を念頭におき、全学の支援体制と連
動して受け入れ態勢を整える。



2019年度計画 2019年度実行内容
計画達成状況

　部局及び学科における2019年度計画と実行内容
中　期　目　標 中　期　計　画

①同 ②設備の施錠方法を改善
し，使用の便宜を図った。③④
キャリア担当を配置し，修了後の
進路・資格合格状況の把握のシス
テム，求人依頼の改善を行ってい
る。⑤同　⑥同

①学部の新入試制度との関係で変
更する必要は現在はない。②入学
後の学生の状況を把握し、入試問
題の難易度に反映させている。③
秋入試合格者の入学前教育を検討
している。④修了生のインタ
ビュー、発表会の記事をHPにUPし
ている。教育臨床心理学コ―スの
オープンキャンパスを全学の広報
に加えた。⑤中高の生徒、教職員
向けの講演依頼、職業教育への協
力を行っている。⑥制度の周知に
努めている。

［特色ある取り組み］
社会を意識して学び、学生自らが
成長を実感できる教育改革、充実
した学生生活支援、新たな価値を
創出する地域連携活動などを通し
て、本学の魅力や教育・研究の質
を高め、個性を磨いて差別化を図
るため、特色ある大学改革を推進
する。「未来社会を力強く生き
抜く人材を育成し、地域と共に
輝く大学」を目指し、全教職員が
ベクトルを合わせて下記の重点課
題に取り組み、目標達成に向けて
努力する。
（１）教学ガバナンス・マネジメ
ントの強化による内部質保証：組
織的な大学改革への取り組み
（２）3ポリシーを具現化した教
育改革による学びの保証： カリ
キュラムマネジメント体制の構築
（３）満足度向上に繋がる学生生
活・修学・キャリア支援体制の強
化：学生調査に基づく改善整備
（４）新入試制度の構築と効果的
な入試広報活動：優秀な学生の確
保と学生定員の厳格化
（５）地域活性化に繋がる教育・
研究ブランド力の強化：地域貢献
力とグローバル化の推進

①入試制度改革：2020年度新入試制度
に向けた本学の入試要項を検討して、
HP等で公表する。
②入学者選抜実施体制の点検：入学者
選抜の評価、入学者の追跡調査等によ
り選抜方法の妥当性を検証する。
③入学前教育：入学前科目別通信教育
により基礎学力を強化し、プレイスメント
テストを実施する。
④情報公開、広報活動：HPや大学ポー
トレート、オープンキャンパスを充実し、
幅広い広報活動を展開する。
⑤高大接続：指定校の見直し、定期的
な高校訪問、協議体制を構築し、特に
就実高校との連携を強化する。
⑥奨学金制度充実：入学者の確保に繋
がる奨学金制度、経済的に修学困難な
学生への支援を強化する。

①入試制度改革：全学の新入試制度と
の関係を精査し、大学院入試として必
要な変更があるかを検討する。
②入学者選抜実施体制の点検：入試合
否判定会議の際に、入学者選抜の評
価の妥当性を検討する。入学後の学生
の情報を収集し、選抜方法の妥当性を
検証する。
③入学前教育：研究科としての入学前
教育の現状を共有し、改善について検
討する。
④情報公開、広報活動：HPへの記事の
UPを充実する。教育臨床心理学コース
独自で運営しているオープンキャンパス
を全学の中に位置づけることで広報を
充実させる。
⑤高大接続：学部と協力しつつ、教育
職、心理専門職の魅力を発信する機会
を有効活用する。
⑥奨学金制度充実：全学で整備される
制度が必要な学生に届くように努める。

①入試制度改革：全学の新入試制度と
の関係を精査し、大学院入試として必
要な変更があるかを検討する。
②入学者選抜実施体制の点検：入試
合否判定会議の際に、入学者選抜の
評価の妥当性を検討する。入学後の
学生の情報を収集し、選抜方法の妥当
性を検証する。
③入学前教育：研究科としての入学前
教育の現状を共有し、改善について検
討する。
④情報公開、広報活動：HPへの記事
のUPを充実する。教育臨床心理学
コース独自で運営しているオープン
キャンパスを全学の中に位置づけるこ
とで広報を充実させる。
⑤高大接続：学部と協力しつつ、教育
職、心理専門職の魅力を発信する機
会を有効活用する。
⑥奨学金制度充実：全学で整備される
制度が必要な学生に届くように努め
る。

①徹底した学生調査：入学時、卒業時、
卒業後アンケート・インタビューを実施し
て、大学運営改善に繋げる。
②キャンパスアメニティの充実：施設設
備の充実、老朽化した設備の改修・更
新、施設の有効活用を推進する。
③学生生活実態調査活用：調査結果の
解析を踏まえた課題抽出、改善策を検
討し、学生への周知、改善を図る。
④キャリア支援の強化：キャリア教育充
実、学内インターンシップ制度の導入、
就職率80％以上を達成する。
⑤学生相談への支援体制強化：担任制
度による定期的な学生面談を徹底し、メ
ンタルサポート体制を強化する。
⑥障がい学生支援：障がい者学修支援
体制、施設の充実を図り、保健管理セン
ターの支援体制を強化する。

①徹底した学生調査：全学で実施され
る学生調査に協力する共に、入学時、
卒業時、卒業後のインタビューにより研
究科の運営改善に繋げる。
②キャンパスアメニティの充実：教育効
果を高める施設設備の充実に関する提
案を行う。また既存設備の有効活用を
推進する。
③学生生活実態調査活用：学生生活
実態調査で抽出された課題に対して、
研究科として取り組める改善策を検討
する。
④キャリア支援の強化：研究科としての
キャリア支援担当を配置し、学生の主体
的な就職活動、資格試験、採用試験対
策への支援を実施する。
⑤学生相談への支援体制強化：ゼミ担
当を中心に、学生生活の状況把握に努
めながら、各コースでの情報共有を行
い、必要な場合は専門的支援との協力
体制を取る。
⑥障がい学生支援：障がい学生の入学
を念頭におき、全学の支援体制と連動
して受け入れ態勢を整える。

①徹底した学生調査：全学で実施され
る学生調査に協力する共に、入学時、
卒業時、卒業後のインタビューにより研
究科の運営改善に繋げる。
②キャンパスアメニティの充実：教育効
果を高める施設設備の充実に関する
提案を行う。また既存設備の有効活用
を推進する。
③学生生活実態調査活用：学生生活
実態調査で抽出された課題に対して、
研究科として取り組める改善策を検討
する。
④キャリア支援の強化：研究科としての
キャリア支援担当を配置し、学生の主
体的な就職活動、資格試験、採用試
験対策への支援を実施する。
⑤学生相談への支援体制強化：ゼミ担
当を中心に、学生生活の状況把握に
努めながら、各コースでの情報共有を
行い、必要な場合は専門的支援との協
力体制を取る。
⑥障がい学生支援：障がい学生の入
学を念頭におき、全学の支援体制と連
動して受け入れ態勢を整える。



2019年度計画 2019年度実行内容
計画達成状況

　部局及び学科における2019年度計画と実行内容
中　期　目　標 中　期　計　画

①学部の新入試制度との関係で変
更する必要はなかった。②修了後
の資格試験までを見通し，入試問
題の難易度を検討しているが，入
学者確保との関係も考慮して改善
を続ける必要を認識している。③
臨床心理学コースでは秋入試合格
者の入学前教育を実施した。④年
間の広報の取り組みから，教育専
門職については進学可能性の高い
学生に焦点化したアピール，心理
専門職においては，学科との一体
的な広報戦略，他大学・県外への
広報の準備を進めている，その中
で，全学の広報戦略の必要性が認
識された。⑤中高の生徒、教職員
向けの講演、職業教育への協力を
行っており，いずれも好評であっ
た。⑥制度の周知だけでなく，申
請方法についても細やかに伝える
必要があると認識された。

①本年度及び来年度に学会の大会
開催が予定されている。
②全学の方針に従って促進してい
る。
③全学の支援体制に従って促進し
ている。
④自治体、職能団体との連携を
図っている。
⑤岡山県・市の教育、子育て支援
等に関わる事業への貢献を継続し
ている。
⑥グローバル化を推奨しているが
実績はない。

［特色ある取り組み］
社会を意識して学び、学生自らが
成長を実感できる教育改革、充実
した学生生活支援、新たな価値を
創出する地域連携活動などを通し
て、本学の魅力や教育・研究の質
を高め、個性を磨いて差別化を図
るため、特色ある大学改革を推進
する。「未来社会を力強く生き
抜く人材を育成し、地域と共に
輝く大学」を目指し、全教職員が
ベクトルを合わせて下記の重点課
題に取り組み、目標達成に向けて
努力する。
（１）教学ガバナンス・マネジメ
ントの強化による内部質保証：組
織的な大学改革への取り組み
（２）3ポリシーを具現化した教
育改革による学びの保証： カリ
キュラムマネジメント体制の構築
（３）満足度向上に繋がる学生生
活・修学・キャリア支援体制の強
化：学生調査に基づく改善整備
（４）新入試制度の構築と効果的
な入試広報活動：優秀な学生の確
保と学生定員の厳格化
（５）地域活性化に繋がる教育・
研究ブランド力の強化：地域貢献
力とグローバル化の推進

①教員の教育研究力の推進：学会、研
究論文、HP等による研究成果の情報公
開や共同研究を推進する。
②科研費等の研究資金獲得の促進：研
究費採択率10％増、学内助成制度や外
部補助金への申請を促進する。
③若手研究者の支援：学内共同プロ
ジェクト、競争的資金制度や褒賞制度を
充実し、支援体制を強化する。
④地域連携協力推進：産業界や自治体
との連携事業を通じた大学の人的・知的
資源の積極的な活用を推進する。
⑤地域貢献活動促進：地域コミュニ
ティーや企業インターンシップを通じた
交流活動を促進・展開する。
⑥グローバル化の促進：海外連携協定
大学を拡充、交換留学生を増やし、教
員海外研修を促進する。

①教員の教育研究力の推進：教員の研
究活動の活発化を推進する。
②科研費等の研究資金獲得の促進：全
学の方針に従い、資金獲得を促進す
る。
③若手研究者の支援：全学の支援体制
の浸透を促進する。
④地域連携協力推進：自治体、職能団
体との連携を強化し、研究科の人的・知
的資源の積極的な活用を推進する。
⑤地域貢献活動促進：現在行われてい
る岡山県・市の教育、子育て支援等に
関わる事業への貢献から、さらに広げる
よう推進する。
⑥グローバル化の促進：全学の方針に
則り、留学生の受け入れ、教員海外研
修を促進する。

①教員の教育研究力の推進：学会の
大会開催を含む教員の研究活動の活
発化を推進する。
②科研費等の研究資金獲得の促進：
全学の方針に従い、資金獲得を促進
する。
③若手研究者の支援：全学の支援体
制の浸透を促進する。
④地域連携協力推進：自治体、職能団
体との連携を強化し、研究科の人的・
知的資源の積極的な活用を推進する。
⑤地域貢献活動促進：現在行われて
いる岡山県・市の教育、子育て支援等
に関わる事業への貢献から、さらに広
げるよう推進する。
⑥グローバル化の促進：全学の方針に
則り、留学生の受け入れ、教員海外研
修を促進する。

①入試制度改革：2020年度新入試制度
に向けた本学の入試要項を検討して、
HP等で公表する。
②入学者選抜実施体制の点検：入学者
選抜の評価、入学者の追跡調査等によ
り選抜方法の妥当性を検証する。
③入学前教育：入学前科目別通信教育
により基礎学力を強化し、プレイスメント
テストを実施する。
④情報公開、広報活動：HPや大学ポー
トレート、オープンキャンパスを充実し、
幅広い広報活動を展開する。
⑤高大接続：指定校の見直し、定期的
な高校訪問、協議体制を構築し、特に
就実高校との連携を強化する。
⑥奨学金制度充実：入学者の確保に繋
がる奨学金制度、経済的に修学困難な
学生への支援を強化する。

①入試制度改革：全学の新入試制度と
の関係を精査し、大学院入試として必
要な変更があるかを検討する。
②入学者選抜実施体制の点検：入試合
否判定会議の際に、入学者選抜の評
価の妥当性を検討する。入学後の学生
の情報を収集し、選抜方法の妥当性を
検証する。
③入学前教育：研究科としての入学前
教育の現状を共有し、改善について検
討する。
④情報公開、広報活動：HPへの記事の
UPを充実する。教育臨床心理学コース
独自で運営しているオープンキャンパス
を全学の中に位置づけることで広報を
充実させる。
⑤高大接続：学部と協力しつつ、教育
職、心理専門職の魅力を発信する機会
を有効活用する。
⑥奨学金制度充実：全学で整備される
制度が必要な学生に届くように努める。

①入試制度改革：全学の新入試制度と
の関係を精査し、大学院入試として必
要な変更があるかを検討する。
②入学者選抜実施体制の点検：入試
合否判定会議の際に、入学者選抜の
評価の妥当性を検討する。入学後の
学生の情報を収集し、選抜方法の妥当
性を検証する。
③入学前教育：研究科としての入学前
教育の現状を共有し、改善について検
討する。
④情報公開、広報活動：HPへの記事
のUPを充実する。教育臨床心理学
コース独自で運営しているオープン
キャンパスを全学の中に位置づけるこ
とで広報を充実させる。
⑤高大接続：学部と協力しつつ、教育
職、心理専門職の魅力を発信する機
会を有効活用する。
⑥奨学金制度充実：全学で整備される
制度が必要な学生に届くように努め
る。



2019年度計画 2019年度実行内容
計画達成状況

　部局及び学科における2019年度計画と実行内容
中　期　目　標 中　期　計　画

①1月に学校メンタルヘルス学会
の大会が実施され，来年度6月に
感情心理学会の大会開催が準備
されている。
②全学の方針に従って促進してい
る。
③全学の支援体制に従って促進し
ている。
④自治体、職能団体との連携を
図っている。
⑤岡山県・市の教育、子育て支援
等に関わる事業への貢献を継続し
ている。
⑥グローバル化を推奨しているが
実績はない。

◆中期目標・中期計画に基づく各部局年度計画及び実行計画と達成状況の運営について◆

（２）2019年度実行内容は、2019年計画の具体的取組・実行内容を具体的にかつ定量的（数値的）に記載する。
（３）計画達成状況は、年度途中（9月末）、年度末（３月末）に計画の達成状況を部局長及び学長が評価し、次年度計画の参考とする。

［特色ある取り組み］
社会を意識して学び、学生自らが
成長を実感できる教育改革、充実
した学生生活支援、新たな価値を
創出する地域連携活動などを通し
て、本学の魅力や教育・研究の質
を高め、個性を磨いて差別化を図
るため、特色ある大学改革を推進
する。「未来社会を力強く生き
抜く人材を育成し、地域と共に
輝く大学」を目指し、全教職員が
ベクトルを合わせて下記の重点課
題に取り組み、目標達成に向けて
努力する。
（１）教学ガバナンス・マネジメ
ントの強化による内部質保証：組
織的な大学改革への取り組み
（２）3ポリシーを具現化した教
育改革による学びの保証： カリ
キュラムマネジメント体制の構築
（３）満足度向上に繋がる学生生
活・修学・キャリア支援体制の強
化：学生調査に基づく改善整備
（４）新入試制度の構築と効果的
な入試広報活動：優秀な学生の確
保と学生定員の厳格化
（５）地域活性化に繋がる教育・
研究ブランド力の強化：地域貢献
力とグローバル化の推進

①教員の教育研究力の推進：学会、研
究論文、HP等による研究成果の情報公
開や共同研究を推進する。
②科研費等の研究資金獲得の促進：研
究費採択率10％増、学内助成制度や外
部補助金への申請を促進する。
③若手研究者の支援：学内共同プロ
ジェクト、競争的資金制度や褒賞制度を
充実し、支援体制を強化する。
④地域連携協力推進：産業界や自治体
との連携事業を通じた大学の人的・知的
資源の積極的な活用を推進する。
⑤地域貢献活動促進：地域コミュニ
ティーや企業インターンシップを通じた
交流活動を促進・展開する。
⑥グローバル化の促進：海外連携協定
大学を拡充、交換留学生を増やし、教
員海外研修を促進する。

①教員の教育研究力の推進：教員の研
究活動の活発化を推進する。
②科研費等の研究資金獲得の促進：全
学の方針に従い、資金獲得を促進す
る。
③若手研究者の支援：全学の支援体制
の浸透を促進する。
④地域連携協力推進：自治体、職能団
体との連携を強化し、研究科の人的・知
的資源の積極的な活用を推進する。
⑤地域貢献活動促進：現在行われてい
る岡山県・市の教育、子育て支援等に
関わる事業への貢献から、さらに広げる
よう推進する。
⑥グローバル化の促進：全学の方針に
則り、留学生の受け入れ、教員海外研
修を促進する。

①教員の教育研究力の推進：学会の
大会開催を含む教員の研究活動の活
発化を推進する。
②科研費等の研究資金獲得の促進：
全学の方針に従い、資金獲得を促進
する。
③若手研究者の支援：全学の支援体
制の浸透を促進する。
④地域連携協力推進：自治体、職能団
体との連携を強化し、研究科の人的・
知的資源の積極的な活用を推進する。
⑤地域貢献活動促進：現在行われて
いる岡山県・市の教育、子育て支援等
に関わる事業への貢献から、さらに広
げるよう推進する。
⑥グローバル化の促進：全学の方針に
則り、留学生の受け入れ、教員海外研
修を促進する。

（１）2019年度計画は、就実大学大学院・就実大学中期目標・計画の具体的な取組・実行内容に基づいて計画する。中期目標・計画に関連して、新たな取組がある場合は項目を増やして記載する。


